
ここが聞きたい!
一般質問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

不登校児童生徒の対応は

給食準備を維持する

給
食
費
無
償
化

問　

給
食
費
無
償
化
の
目
的

及
び
考
え
方
は
。

町
長　

国
の
給
食
費
無
償
化

事
業
は
、
小
学
校
の
学
校
給

食
費
の
負
担
軽
減
を
実
施
す

る
自
治
体
を
支
援
す
る
も
の

で
、
保
護
者
個
人
に
対
す
る

給
付
を
自
治
体
が
代
理
で
受

領
す
る
も
の
で
は
な
い
。　

　

町
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
無

償
化
を
実
施
し
た
。
食
品
や

生
活
用
品
、
燃
料
な
ど
の
諸

物
価
の
高
騰
が
続
く
中
、
子

育
て
世
帯
に
対
す
る
一
層
の

支
援
・
負
担
軽
減
が
必
要
と

の
考
え
か
ら
、
町
独
自
の
子

育
て
支
援
策
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。

問　

不
登
校
や
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
等
に
よ
り
給
食
を
利
用

し
な
い
児
童
へ
の
対
応
は
。

町
長　

国
は
、
小
学
校
の
学

校
給
食
に
お
け
る
食
材
費
の

ほ
か
、
各
自
治
体
が
実
施
す

る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
で
給

食
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な

い
児
童
へ
の
補
助
金
に
つ
い

て
も
交
付
対
象
と
し
、
実
施

判
断
は
各
自
治
体
に
委ゆ
だ

ね
ら

れ
て
い
る
。町
に
お
い
て
は
、

学
校
給
食
の
代
わ
り
に
弁
当

を
持
参
し
た
場
合
や
、
町
外

の
学
校
に
就
学
す
る
児
童
生

徒
に
つ
い
て
も
、
学
校
給
食

費
相
当
額
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
支
援
し
て
い
る
。

　

不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒

へ
の
対
応
は
い
つ
で
も
安

心
し
て
登
校
で
き
る
よ
う
、

居
場
所
づ
く
り
や
迎
え
入
れ

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、
給
食
も
日
常
的
に
準
備

し
、
適
切
に
提
供
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
い
る
。

祢
ね

津
つ

　明
あき

子
こ

  議員

質問項目

祢
ね
津
つ
　 明

あき
子
こ 議員 ５ページ

① 福祉政策について
② 学校給食費について

星
ほし
　 哲

てつ
夫
お 議員 6ページ

① 空き家対策について

塚
つか

田
だ
　 舞

まい 議員 6ページ

① 農業振興について

中
なか
村
むら
　 忠

ただ
靖
やす 議員 7ページ

① 小中学校の英語教育について
② 大規模地震災害について

水
みず
出
いで
　 康

こう
成
せい 議員 7ページ

① 学校給食について
② 地域クラブについて

宮
みや
入
いり
　 健

たけ
誠
し 議員 8ページ

① 熱中症への対応について
② 新複合施設について

大
おお
森
もり
　 茂

しげ
彦
ひこ 議員 8ページ

① 教材の備品化に向けて	
② 千曲坂城クラブの今後は
③ 坂城駅舎の利活用は
④ イラン情勢による経営悪化対応

の支援を

大
お
日
び な た
向　進

しん
也
や 議員 9ページ

① リサイクルによるごみ減量化
② 交通反則通告制度について

山
やま
城
しろ
　 峻

しゅん
一
いち 議員 9ページ

① 手話言語条例について
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ねずみ大根の収穫体験

空き家対策
解
消
・
活
用
の
取
り
組
み
は

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る

問　
町
の
空
き
家
実
態
は
。

住
民
環
境
課
長　

町
内
に
あ

る
空
き
家
の
件
数
は
、
本
年

３
月
31
日
現
在
２
９
６
件

で
、
内
訳
は
特
定
空
家
が
７

件
、
管
理
不
全
空
き
家
が
３

件
、
そ
の
他
空
き
家
が
２
８

６
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
た
に
発
生
し
た
空
き
家

の
う
ち
、
さ
ら
に
詳
細
な
確

認
が
必
要
と
判
断
し
た
も
の

は
、
建
築
士
に
よ
る
二
次
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

問　
町
全
体
で
の
空
き
家
の

解
消
・
活
用
に
向
け
た
今
後

の
進
め
方
は
。

町
長　

地
域
防
災
、
生
活
環

境
の
保
全
、景
観
の
維
持
、地

域
活
性
化
や
移
住
・
定
住
の

促
進
と
結
び
付
け
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
を
図
る
。

　

ま
た
、
防
火
・
防
災
上
懸

念
の
あ
る
空
き
家
や
、
周
辺

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空

き
家
の
所
有
者
等
へ
引
き
続

き
適
正
管
理
を
促
す
と
と
も

に
、
放
置
す
る
こ
と
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
所
有
者
等
の
理

解
を
深
め
る
相
談
会
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
周
知
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

空
き
家
の
中
に
は
適
正
な

管
理
や
改
修
に
よ
り
、
利
活

用
が
可
能
な
も
の
も
あ
る
。

　

既
存
の
支
援
制
度
の
活
用

を
通
じ
て
空
き
家
の
有
効
活

用
を
進
め
、
移
住
・
定
住
の

促
進
や
、
地
域
の
活
力
維
持

に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

農業を次世代へ

持続的産地形成に取組む

農
業
振
興

問　
新
規
就
農
者
の
確
保
に

向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
を
強
化
・
展
開
し
て

い
く
か
。

商
工
農
林
課
長　

県
が
行
う

就
農
相
談
会
へ
の
参
加
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
研
修
生

受
け
入
れ
の
前
提
条
件
で
あ

る
里
親
農
家
の
確
保
や
充
実

に
努
め
る
な
ど
の
体
制
づ
く

り
を
図
り
、
次
世
代
の
農
業

の
担
い
手
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
担
い
手
不
足
に
よ
る
作

業
負
担
を
軽
減
し
、
営
農
を

支
え
る
手
段
と
し
て
、
今
後

の
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
へ
の

考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

ス
マ
ー
ト

農
業
は
、
少
な
い
人
手
で
効

率
的
か
つ
安
全
に
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
を
行
う
た
め
の

方
策
と
し
て
、
重
要
な
分
野

で
あ
る
。
今
後
も
県
や
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
、
実
演
会
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
農
業
者
へ
の

導
入
促
進
に
努
め
て
い
く
。

問　

町
の
貴
重
な
財
産
で

あ
り
、
多
面
的
機
能
を
持
つ

農
業
を
今
後
ど
の
よ
う
に
次

世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
考
え

か
。

町
長　

担
い
手
の
確
保
・
育

成
に
加
え
、
新
技
術
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
に
よ
る
生
産

性
向
上
と
農
家
所
得
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
生
産
者

団
体
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
環
境
と
調
和
し

た
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

を
目
指
し
な
が
ら
、
持
続
的

な
産
地
形
成
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

星
ほし

　哲
てつ

夫
お

  議員

塚
つか

田
だ

　舞
まい

  議員
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電子黒板を併用した授業

千曲坂城クラブは

持続可能なクラブにしたい

部
活
動
移
行

問　
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
へ
完

全
移
行
の
状
況
は
。

町
長　

発
足
当
初
は
休
日
の

部
活
動
か
ら
地
域
移
行
を
始

め
、
徐
々
に
平
日
の
部
活
動

へ
拡
大
し
、
令
和
８
年
度
完

全
移
行
と
し
た
。

問　
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行

に
つ
い
て
町
の
分
析
は
。

町
長　

今
ま
で
中
学
校
に
無

か
っ
た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
な

ど
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
の
選
択
肢

が
広
が
り
、
他
校
生
徒
と
も

交
流
が
広
が
っ
た
。
発
足
当

初
９
２
１
名
で
６
年
度
か
ら

１
０
０
０
名
を
超
え
る
参
加

と
な
り
一
定
の
役
割
が
果
た

せ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
が
担
っ

て
き
た
部
活
動
を
地
域
展
開

し
て
い
く
こ
と
は
、
歴
史
的

大
転
換
と
も
い
え
る
。
共
同

運
営
の
千
曲
市
と
共
に
ひ
と

つ
ひ
と
つ
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
ク
ラ
ブ

に
し
て
い
き
た
い
。

問　
生
徒
の
安
全
管
理
に
つ

い
て
考
え
は
。

教
育
文
化
課
長　

ク
ラ
ブ
活

動
で
は
、規
定
を
遵
守
、責
任

者
等
の
指
示
に
従
い
自
己
の

責
任
で
行
動
し
、
生
徒
及
び

保
護
者
は
規
約
を
理
解
し
安

全
意
識
を
持
ち
、
納
得
し
活

動
し
て
い
る
。

　

事
故
等
に
つ
い
て
は
、
全

員
が
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
対
応
し
て
い
る
。
指

導
者
に
は
年
８
回
の
指
導
者

研
修
受
講
を
義
務
付
け
、
県

や
国
の
技
術
・
指
導
者
講
習

会
な
ど
に
参
加
し
、
ク
ラ
ブ

活
動
内
の
安
全
確
保
を
図
っ

て
い
る
。

英語教育
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
英
会
話
導
入

運
用
課
題
を
調
査
研
究

問　
英
語
に
対
す
る
苦
手
意

識
を
持
つ
児
童
・
生
徒
に
つ

い
て
、
個
別
に
発
話
機
会
を

確
保
す
る
取
り
組
み
の
状
況

は
。

教
育
長　

学
習
指
導
要
領
で

の
英
語
教
育
は
、
児
童
生
徒

が
外
国
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
主
体
的
に
図

れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　

実
際
の
学
校
授
業
で
は
、

ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
互
い
に

英
会
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
交
わ
す
中
で
、
楽

し
く
学
び
合
う
機
会
を
大
切

に
し
て
い
る
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
英

会
話
導
入
の
考
え
は
。

教
育
長　

現
時
点
で
直
ち
に

試
行
的
導
入
や
モ
デ
ル
校
で

の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
の
国
の
動
向
や
、
近

隣
他
自
治
体
の
試
行
・
導
入

事
例
、
そ
れ
に
伴
う
教
育
的

効
果
や
運
用
の
課
題
等
を
調

査
・
研
究
し
、
慎
重
に
見
極

め
て
い
く
。

大
規
模
地
震
災
害
に
つ
い
て

問　

家
具
固
定
や
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
設
置
費
用
な
ど
を

助
成
す
る
考
え
は
。

住
民
環
境
課
長　

住
宅
の

改
修
が
必
要
に
な
る
ケ
ー

ス
や
、
多
様
な
ブ
レ
ー
カ
ー

の
種
類
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

設
置
に
か
か
る
費
用
や
他
自

治
体
の
先
進
事
例
、
県
の
支

援
制
度
な
ど
も
調
査
す
る
中

で
、検
討
し
て
い
く
。

中
なかむら

村　忠
ただやす

靖  議員

水
みずいで

出　康
こうせい

成  議員

千曲坂城クラブ
ロゴマークデザイン

作者：坂城中学校　山崎暖斗さん
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予防の対応は

クールシェアスポットも活用

熱
中
症
対
策

問　
予
防
強
化
策
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

町
で

は
、
本
格
的
な
暑
さ
を
迎
え

る
今
の
時
期
か
ら
、
徐
々
に

体
を
熱
さ
に
慣
ら
し
汗
を
か

く
よ
う
な
生
活
を
心
掛
け
、

「
暑し
ょ
ね
つ
じ
ゅ
ん
か

熱
順
化
」に
よ
る
暑
さ
に

負
け
な
い
体
づ
く
り
を
重
点

に
、子
ど
も
や
高
齢
者
、持
病

が
あ
る
方
に
つ
い
て
も
注
意

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広

報
５
月
号
に
お
い
て
早
い
段

階
か
ら
お
知
ら
せ
し
、
住
民

の
意
識
付
け
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

今
後
、
熱
中
症
予
防
に
関

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
町
の

公
共
施
設
に
配
置
す
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
状
況

に
応
じ
た
熱
中
症
対
策
の
情

報
掲
載
を
行
い
、
予
防
行
動

を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ

ト
の
設
置
場
所
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

ク
ー

ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
は
、
冷

房
の
効
い
た
公
共
施
設
等
を

皆
さ
ん
で
共
有
し
て
利
用
い

た
だ
く
取
り
組
み
で
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
節
電
対
策
、
さ

ら
に
熱
中
症
予
防
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　

町
内
の
設
置
場
所
は
、
図

書
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
・
Ｉ
プ

ラ
ザ
、
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴

史
館
、隣
保
館
、ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
、
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
を
町
民
の
皆
様
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と

位
置
付
け
て
い
る
。

信濃毎日新聞4月4日付
「算数セット 備品化の学校も」の記事より

宮
みやいり

入　健
たけ

誠
し

  議員

算数セットは備品化に

教材整備につなげたい

補
助
教
材

問　

文
部
科
学
省
は「
学
校

の
補
助
教
材
等
の
購
入
は
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
が

過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
留

意
し
、
現
下
の
物
価
高
に
よ

り
、
家
計
の
負
担
軽
減
が
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
実
施
し
て
い
る
予
算
措
置

や
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
取

り
組
み
の
情
報
提
供
を
」と

発
出
。
当
町
の
備
品
化
内
容

は
。

教
育
長　

県
教
育
委
員
会

で
定
め
る「
学
校
徴
収
金
の

基
本
的
な
考
え
方
」を
参
考

に
、
学
校
共
通
の
維
持
に
必

要
な
経
費
は
公
費
負
担
、
授

業
で
作
成
し
た
成
果
物
・
作

品
や
購
入
品
が
個
人
に
帰
属

す
る
経
費
は
個
人
負
担
。
算

数
セ
ッ
ト
や
裁
縫
セ
ッ
ト
な

ど
は
、原
則
、保
護
者
に
購
入

を
お
願
い
し
個
人
所
有
と
し

て
い
る
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

す
る
循
環
型
社
会
の
意
識
を

育
む
観
点
か
ら
見
直
し
も
始

ま
っ
て
い
る
。
村
上
小
学
校

で
は
、
使
用
済
の
算
数
セ
ッ

ト
を
回
収
し
、
今
年
度
の
新

入
生
に
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し

て
利
用
す
る
優
し
い
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
長
野
市
で
は
算
数
セ
ッ

ト
を
備
品
化
し
て
い
る
学
校

が
あ
る
。
そ
の
学
年
し
か
使

用
し
な
い
教
材
な
ど
は
備
品

化
す
べ
き
で
は
。

教
育
文
化
課
長　

国
か
ら
も

「
保
護
者
等
の
負
担
が
過
重

に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
を
」

と
通
知
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

等
の
手
段
も
含
め
、
学
校
と

相
談
し
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
教
材
整
備
に
努
め
た
い
。

大
おおもり

森　茂
しげひこ

彦  議員
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理解促進・普及は

環境整備と重要性を周知

手
話
言
語

問　
坂
城
町
手
話
言
語
条
例

が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
経

緯
と
今
後
の
ね
ら
い
は
。

町
長　

国
で
は
障
害
者
基
本

法
改
正（
Ｈ
23
）に
よ
り
、
手

話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
を
明

記
し
、昨
年
６
月「
手
話
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」が
新
た
に
公
布
・
施

行
さ
れ
た
。　
　
　
　
　

　

長
野
県
は
手
話
言
語
条
例

を
制
定（
Ｈ
28
）、
県
内
各
市

町
で
も
施
策
推
進
の
流
れ
を

受
け
、
町
は
本
年
４
月
に
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
条
例
を
施
行
し
た
。

　

取
組
と
し
て
手
話
が
意
思

疎
通
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ

る
環
境
を
整
え
、
聴
覚
障
が

い
者
等
が
安
心
し
て
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
め
る
よ

う
必
要
な
配
慮
を
行
い
、
社

会
参
加
を
保
障
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

問　
手
話
言
語
の
理
解
促
進

や
普
及
の
方
法
は
。

町
長　

町
で
主
催
す
る
講
演

会
等
に
お
い
て
手
話
通
訳
者

の
配
置
を
進
め
、
聴
覚
障
が

い
者
が
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
で
き
る
機
会
を
保
障
す

る
。ま
た
、広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、公
式
ア
プ
リ「
さ
か

き
コ
ネ
ク
ト
」
を
活
用
し
、

理
解
の
重
要
性
に
つ
い
て
周

知
・
啓
発
し
て
い
く
。

問　

今
年
度
の
取
り
組
み

は
。

町
長　

9
月
23
日
は「
手
話

言
語
国
際
デ
ー
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
手
話
言
語
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
関
心
と
理
解
を
一
層
深
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
９
月
下
旬
に

計
画
し
た
い
。

リサイクル
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
収
集
は

一
括
収
集
を
検
討

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の

収
集
方
法
が
変
更
さ
れ
る
予

定
だ
が
今
後
の
計
画
は
。

町
長　

新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働
す
る

令
和
9
年
4
月
に
合
わ
せ
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

と
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
2

つ
を
一
括
収
集
す
る
方
法
に

変
更
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

収
集
方
法
は
、
各
地
区
の

資
源
物
収
集
庫
に
用
意
さ
れ

た
大
き
な
袋
へ
出
す
方
法
か

ら
、
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み

と
同
様
に
専
用
の
指
定
袋
に

入
れ
て
、
可
燃
ご
み
と
同
じ

収
集
場
所
に
曜
日
を
変
え
て

出
し
て
い
た
だ
く
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様
に

お
願
い
し
て
い
た
収
集
時
の

立
会
い
当
番
を
廃
止
し
、
協

力
い
た
だ
き
や
す
い
体
制
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
。

　

９
月
頃
か
ら
す
べ
て
の

区
に
お
い
て
説
明
会
を
開

催
し
、
対
象
品
目
や
分
別
方

法
、
排
出
時
の
注
意
事
項
な

ど
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
を
設
け
る
。

　

説
明
会
に
加
え
、
町
広
報

誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、さ
か
き

コ
ネ
ク
ト
へ
の
掲
載
の
ほ

か
、
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
な

ど
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し

周
知
の
徹
底
を
図
る
。

　

資
源
物
安
定
処
理
を
継
続

し
て
い
く
た
め
、
来
年
４
月

の
一
括
収
集
の
開
始
に
向

け
、
混
乱
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
努
め
て
い
く
。

大
お

日
び な た

向　進
しん

也
や

  議員

山
やましろ

城　峻
しゅんいち

一  議員

令和9年4月より立会い当番が廃止予定
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